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■衆議院本会議で２期目として異例の登壇（06.04） 衆院選後、初めてとなるいなべ地区
後援会の役員幹事会を開催いただき、
約30分間の国政報告をいたしまし
た。関係各位に感謝を申し上げます。

■いなべ地区後援会（05.31）

■陶磁器文化・産業振興議連総会（06.09）

陶磁器文化・産業振興議連総会に出席し
ました。陶磁器生産に係る輸入製品につ
いて等、5つの要望を受けました。原材
料価格の高騰や供給不安など、萬古焼を
はじめ地域の陶磁器産業を取り巻く課題
の解決に向けて、取り組んで参ります。

■四日市市立港中学校の
国会見学（06.11）

四日市市立港中学校の皆様が、修
学旅行で国会見学にお越しになり
ました。ご挨拶する前後に、室長
さんの号令で礼儀正しく御礼をし
てくれました。良い修学旅行にな
ることを期待しております。

■環境委員会大阪視察（06.15）

衆議院環境委員会で三井化
学大阪工場とコスモ石油堺
製油所の皆様にお世話にな
り、ナフサからエチレン精
製及びSAF精製の現場を視
察いたしました。現場の皆
様から、脱炭素化に向けた
技術革新や安全対策につい
て丁寧な説明をいただき、
大変有意義な視察となりま
した。

■市政報告会で国政報告（06.20）
四日市市大鐘町、続いて、四日市市西
大鐘町で開催された谷口周司四日市市
議会議員の市政報告会にゲストとして
お招きいただき国政報告をいたしまし
た。雨の中にもかかわらず、多くの皆
様にご参加いただき、心より感謝申し
上げます。どちらの会場でも、質疑応
答を含めて約1時間15分にわたり、地
域課題や今後の方向性について活発な
意見交換が行われました。

私自身にも次々とご質問をいただき、地域の皆様の関心の高さと熱意を
改めて実感する機会となりました。

中東情勢等に対応する
ための令和８年度一般
会計と特別会計の補正
予算二案に賛成の立場
から討論を行いました。
本補正予算は、国民生
活や事業の継続、医療
や介護などの現場の懸
念に向き合い、物価高
騰などにタイムリーか
つ十分に対応するため
の予算です。一部の野
党を除く、各党の賛同
を得て、可決いたしま
した。
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■令和8年度獣魂慰霊祭と懇親会（06.06）
四日市と畜営業者組合と三重県四日市
畜産公社の共催による獣魂慰霊祭に参
列しました。畜産関係者と共に昨年度
１年間でと殺された96,908頭の家畜
を慰めました。その後の懇親会でご挨
拶し、大きな課題となっている四日市
市食肉センターの建替につき関係者の
ご協力をお願い申し上げました。

■指定教習所を応援する議連会議（06.08）
指定自動車教習所を応援する議員連盟
の会議に出席しました。教員指導員資
格等の年齢要件の引き下げや、AT教習
用自動車の導入に対する補助金制度の
継続・拡充をはじめ、様々な要望を受
けました。安全な交通社会を支える指
定自動車教習所の発展に向けて取り組
んで参ります。

■三重県9市長要望活動（06.10）

三重県内の伊勢市長、松阪市長、桑名市長、鈴鹿市長、名張市長、亀山
市長、いなべ市長、志摩市長、伊賀市長の皆様が、県内13市町で取り
組む「重層的支援体制整備事業」に関する要望活動のため上京され、鈴
木英敬衆議院議員、川崎ひでと衆議院議員とともに、厚生労働省へ同行
いたしました。本事業の円滑な推進と予算確保のためにしっかりと取り
組んで参ります。

■三重地区国政報告会（06.13）
四日市市内で国政報告会を開催
しました。土曜日夕方というお
出かけが難しい時間帯にもかか
わらず、約90名もの皆様にご参
加いただきました。質疑応答も
大変活発で、地域の課題や国政
へのご意見を直接伺う貴重な機
会となりました。山崎博三重県
議会議員、谷口周司四日市市議
会議員にもご来賓としてお越し
いただき力強いご挨拶を賜りま
した。

■よんまるテラス連絡通路開通記念
式典（06.13）
近鉄四日市駅と「よんまるテラス」を結
ぶ連絡通路の開通式典に出席しました。
駅と中心市街地をつなぐ新たな動線が生
まれ、回遊性の向上や地域の活性化に大
きく寄与することを期待しています。

■菰野町消防団消防操法大会（06.28）
第46回菰野町消防団消防操法大会にお伺
いしました。雨模様の中、消防団員139
名、車両10台が参集し、盛大に開催され
ました。日頃からの菰野町民の生命財産
を守る活動に感謝を申し上げます。
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